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二
月
三
日
（
土
）、
二
階
訓
練
室
で

節
分
・
厄
払
い
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

厚
真
神
社
宮
司
に
お
越
し
頂
き
、
還

暦
を
迎
え
た
利
用
者
一
名
と
職
員
三

名
、
厄
年
を
迎
え
た
職
員
四
名
が
し
め

や
か
に
玉
串
を
奉
奠
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
戌
年
生
ま
れ
の
利
用
者
九

名
に
よ
る
節
分
豆
ま
き
を
行
い
、
大
正

十
一
年
生
ま
れ
の
九
十
六
歳
を
迎
え
ら

れ
る
方
も
元
気
よ
く
「
鬼
は
外
！
」
と

張
り
の
あ
る
声
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

本
年
も
利
用
者
の
皆
様
、職
員
一
同
、

無
病
息
災
を
祈
り
つ
つ
、
豆
を
頬
張
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

節
分
・
厄
払
い



　

現
在
、
国
の
重
要
な
福
祉
施
策
の
一
つ

と
し
て
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向

け
た
体
制
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
内
容
は
、制
度
、分
野
ご
と
の
「
縦

割
り
」
や
福
祉
の
「
支
え
手
」、「
受
け
手
」

と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地

域
の
多
様
な
主
体
が
「
我
が
事
」
と
し
て

参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や

分
野
を
超
え
て
「
丸
ご
と
」
つ
な
が
る
こ

と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生

き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
施

策
で
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
厚
真
福
祉
会
は
、
こ
の
「
地
域

共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
社
会
福
祉

法
人
と
し
て
の
責
任
、
役
割
な
ど
を
担
う

活
動
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
四
月
以
降
の
新
た
な
役
員
、

評
議
員
体
制
の
も
と
で
法
人
の
管
理
運
営

の
強
化
な
ど
の
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

適
切
な
法
人
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
施

設
や
在
宅
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
社
会
福
祉
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

平
成
三
十
年
四
月
か
ら
の
介
護
報
酬
な

ど
は
、
わ
ず
か
な
プ
ラ
ス
改
定
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
経
営
の
厳
し
さ
が
続
く
も
の
と

考
え
ら
れ
、
収
入
の
確
保
や
効
率
的
な
事

業
の
執
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
は
、
厚
真
町
民
の
日
々
生
活
に
お

け
る
課
題
、
福
祉
ニ
ー
ズ
に
取
り
組
む
な

ど
し
て
地
域
社
会
の
福
祉
の
拠
点
と
な
る

べ
く
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
に
は
次
の
計
画
を
基
本

に
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

経
営
理
念

　

社
会
福
祉
法
人
北
海
道
厚
真
福
祉
会

は
、
利
用
者
の
自
己
選
択
と
決
定
を
尊
重

し
、
個
人
の
尊
厳
（
個
人
の
人
格
・
人
と

し
て
の
権
利
）
に
配
慮
し
た
良
質
か
つ
安

全
・
安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
社
会

福
祉
事
業
の
経
営
に
努
め
ま
す
。

経
営
の
基
本

一　

利
用
者
の
自
立
支
援

　

利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
尊
重

し
、「
利
用
者
や
家
族
が
希
望
す
る
サ
ー

ビ
ス
」
を
個
々
人
の
障
が
い
の
特
性
や

要
介
護
度
に
応
じ
て
個
別
支
援
計
画
、

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
基

本
に
し
た
専
門
的
な
支
援
を
行
い
、
利

用
者
が
安
全
で
安
心
し
て
楽
し
く
生
活

が
出
来
る
施
設
・
事
業
運
営
を
目
指
し

ま
す
。

二　

健
全
経
営
の
実
現

　

法
人
の
主
体
性
と
自
立
を
高
め
、
法

令
を
遵
守
し
、
社
会
福
祉
事
業
の
主
た

る
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
法
人
・
事
業

の
適
正
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
・
予
算
の
重
点
化
、
効

率
化
、
収
入
の
確
保
を
進
め
、
安
定
し

た
経
営
や
活
力
の
あ
る
経
営
を
目
指
し

ま
す
。

三　

職
場
環
境
の
充
実

　

北
海
道
厚
真
福
祉
会
・
社
会
福
祉
施

設
・
職
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い

て
の
認
識
を
高
め
、
必
要
な
職
員
の
配

置
及
び
職
員
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術

の
向
上
、
職
員
待
遇
の
向
上
に
努
め
、

誇
り
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
、

ま
た
、
魅
力
が
あ
る
職
場
環
境
創
り
を

目
指
し
ま
す
。

四　

地
域
社
会
へ
の
貢
献

　

利
用
者
や
家
族
、
厚
真
町
民
な
ど
に

対
し
て
、
身
近
に
あ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
要
の
役
割
を
果
た
し
、
地
域
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
る
活
動
を

目
指
し
ま
す
。

重
点
目
標

一　

事
務
局　

総
務
課

①　

法
令
を
遵
守
し
た
効
率
的
、
効
果

的
な
法
人
・
施
設
運
営
の
推
進

②　

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
の

実
施

③　

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
等
の
実

施
④　

職
員
待
遇
の
改
善

⑤　

い
け
ま
ぜ
夏
フ
ェ
ス
２
０
１
８
in

あ
つ
ま
開
催
へ
の
協
力
ほ
か

二　

事
務
局　

事
業
運
営
課

①　

個
別
支
援
計
画
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
の
作
成
、
指
導

②　

各
種
委
員
会
の
運
営
に
関
す
る
指

導
③　

地
域
の
諸
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
）
と
の
連
携　

ほ
か

三　

事
務
局　

相
談
室

・
生
活
上
の
支
援
を
求
め
て
い
る

方
々
へ
の
相
談
、
解
決
支
援

四　

各
種
委
員
会

①　

事
故
防
止
委
員
会

・
事
故
（
骨
折
、
転
倒
、
誤
薬
等
）

　

防
止
対
策
の
実
施

②　

感
染
症
対
策
委
員
会

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル

ス
等
の
感
染
予
防
対
策
の
実
施

③　

防
災
対
策
委
員
会

・
避
難
、
消
火
訓
練
等
の
実
施

④　

苦
情
解
決
委
員
会

・
利
用
者
、
家
族
等
か
ら
の
苦
情
、

相
談
へ
の
対
応

⑤　

権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
委
員
会

・
権
利
擁
護
対
策
や
虐
待
防
止
対
策

の
実
施

⑥　

給
食
運
営
委
員
会

・
行
事
食
や
季
節
感
に
富
ん
だ
食
事

の
提
供

⑦　

特
別
委
員
会

　

法
人
行
事
（
運
動
会
、夏
ま
つ
り
、

地
域
公
益
活
動
等
）
の
実
施

⑧　

広
報
委
員
会

・
厚
真
福
祉
会
だ
よ
り
の
発
行

⑨　

衛
生
委
員
会

・
職
員
の
安
全
、
健
康
の
確
保

平
成
三
十
年
度

　

事
業
計
画



　

二
月
七
日
（
水
）、
豊
厚
園
は
「
た

こ
焼
き
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

た
こ
焼
き
会
で
は
食
べ
や
す
い
よ
う

に
「
た
こ
」
の
代
わ
り
に
す
り
身
を
入

れ
た
「
す
り
身
た
こ
焼
き
」
や
、
あ
ん

こ
を
入
れ
た
「
ス
イ
ー
ツ
た
こ
焼
き
」

な
ど
も
提
供
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
様
は
、
職
員
が
目
の
前

で
焼
い
た
出
来
立
て
ほ
や
ほ
や
の
た
こ

焼
き
大
変
満
足
そ
う
に
召
し
上
が
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　

三
十
年
度
も
利
用
者
の
皆
様
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
行
事
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
「
地
震
」
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
を
三
月
七
日
（
水
）
に
実
施
し

ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
緊
急
地
震
速
報
の
通
知

が
入
っ
た
こ
と
を
想
定
し
、
全
館
放
送

で
注
意
を
呼
び
か
け
、
職
員
は
強
い
地

震
に
備
え
て
利
用
者
と
面
会
者
の
誘
導

や
見
守
り
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
震
発
生
後
の
館
内
の
設

備
や
破
損
箇
所
を
点
検
、
確
認
し
、
倒

壊
の
恐
れ
を
想
定
し
、
実
際
の
非
常
ベ

ル
と
全
館
放
送
で
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
「
自
然
災
害
」
で
は
実
際
に
何
が
起

こ
る
か
想
定
出
来
な
い
た
め
、
常
に
災

害
へ
の
心
構
え
を
忘
れ
ず
に
日
頃
か
ら

訓
練
に
務
め
て
い
ま
す
。

避
難
訓
練

豊
厚
園
た
こ
焼
き
会

新
任
紹
介

生
活
支
援
員

東
江　

夢
花

　

利
用
者
様
に
頼
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

看
護
師

山
田　

賢
一

介
護
士

加
藤　
　

嬢

介
護
士

小
倉　

澄
香

　

利
用
者
様
お
一
人
お
一
人
に
合
っ
た
ケ
ア
を

提
供
で
き
る
よ
う
日
々
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
慣
れ
職
員
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
一
生
懸
命
努
力
し
た
い
で
す
。

　

利
用
者
様
が
楽
し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
に
健
康
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

利
用
者
様
に
寄
り
添
い
、
楽
し
く
生
活
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
】

【
豊
厚
園
】

（利用者の避難人数確認を
 している所）



事
業
概
要
・
目
的

・
北
海
道
厚
真
福
祉
会
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
、
障

害
者
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
の
生
活
を

支
援
し
ま
す
。

・
こ
の
事
業
は
無
料
で
す
。
困
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

事
業
の
具
体
例

①
大
型
家
具
・
荷
物
の
整
理
や
廃
棄
等

②
除
雪
、
排
雪
や
雑
草
刈
り

③
簡
単
な
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
方
法
の
助

言
、
指
導

④
簡
単
な
書
類
の

作
成
や
届
け
出

⑤
そ
の
他

編
集
後
記

〈
個 

人
〉

　

荒
谷　
　

守　

様

　

板
橋　
　

薫　

様

　

山
崎　

昭
夫　

様

〈
団 
体
〉

興

隆

寺

婦

人

部　

様

　
　

十
二
月
二
十
六
日
か
ら

 
三
月
三
十
一
日
現
在

　

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
海
道
厚
真
福
祉
会

地
域
公
益
活
動
事
業北海道厚真福祉会 サービス利用者等の自宅

支援・お手伝い

寄
付
・
寄
贈

　

春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い

ま
す
が
先
日
も
名
残
雪
が
降
り
、
肌

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
タ
イ
ヤ

交
換
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
悩
む
時
期
で

す
が
、皆
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

交
換
と
い
え
ば
四
月
は
人
事
異
動

や
新
入
社
員
な
ど
入
れ
替
わ
り
の
時

期
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
緊
張
や
期
待

を
胸
に
新
た
な
気
持
ち
で
生
活
し
て

い
る
で
し
ょ
う
が
、
慣
れ
な
い
環
境

で
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
例
年
に
な
く
札

幌
近
郊
で
も
ま
だ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
て
い
る
等
、
感
染
症
が
猛

威
を
振
っ
て
い
ま
す
。
新
年
度
は
利

用
者
様
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

の
体
調
に
も
十
分
気
を
付
け
て
充
実

し
た
一
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
厚
真

福
祉
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま

す
。

◆
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

◆
豊
厚
園

　
　

介
護
職
員 

若
干
名

　
　

看
護
師 

若
干
名

◆
あ
つ
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
厚
南
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

介
護
職
員 

若
干
名

・
未
経
験
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

・
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。

・
履
歴
書
（
写
真
付
）
を
ご
持
参

ま
た
は
郵
送
下
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ご
連
絡
下

さ
い
。

電
話　

〇
一
四
五
―

二
七
―

三
一
一
一

担
当　

亀
山
・
三
浦

今
年
の
主
な
行
事
予
定

四
月
二
日 

辞
令
交
付
式

 
新
任
職
員
研
修

五
月 
総
合
避
難
訓
練

 

花
見
ド
ラ
イ
ブ

 

理
事
会

六
月
三
十
日 

運
動
会

 

老
人
ク
ラ
ブ
演
芸
会

 

定
時
評
議
員
会

七
月
二
十
七
日 

夏
ま
つ
り

八
月
一
日 

法
人
認
可
記
念
日

 

理
事
会
・
評
議
員
会

 

納
涼
の
つ
ど
い

九
月
二
十
日 

合
同
法
要

 

敬
老
会

 

夜
間
招
集
・
避
難
訓
練

十
月 

温
泉
宿
泊
旅
行

 

紅
葉
ド
ラ
イ
ブ

十
二
月 

も
ち
つ
き

 

ク
リ
ス
マ
ス
会

 

理
事
会
・
評
議
員
会

一
月 

初
詣
・
新
年
会

二
月
三
日 

節
分
・
厄
払
い

三
月 

避
難
訓
練

 

理
事
会
・
評
議
員
会

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。


